
ＳＬＩＭ 月面着陸に成功！
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画像２．ＳＬＩＭの着陸予定地点と実際の着陸地点
神酒の海の西に位置するＳＨＩＯＬＩ（しおり）クレーター（黄★）付近に着陸
予定（青●）だった。実際は予定より東へ５５ｍの地点（赤●）に着陸
右上・下画像：ⒸＬＲＯＣ ＱｕｉｃｋＭａｐ／テキストやマークは筆者が加筆
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昨年９月に打ち上げられた小型月着陸実証

機「ＳＬＩＭ」が、２０２４年１月２０日午前０時２０分

ごろ（日本時間）、月面へ着陸しました。月面

着陸への成功は日本では初、世界では旧ソ

連、アメリカ、中国、インドに次いで５番目となり

ます。ＪＡＸＡがその様子をリアルタイムで配信

していましたから（※１）、深夜でしたが、ご覧にな

った方もいらっしゃるでしょう。今回の月面着陸

では想定外のトラブルがあったものの、世界初

となる“ピンポイント着陸”にも成功したのです。

世界初の“ピンポイント着陸”に成功！

ＳＬＩＭの着陸予定地点は、

神酒の海の西側にある直径

２７０ｍほどのＳＨＩＯＬＩ（しおり）

クレーター付近を予定してい

ました。月周回軌道から着陸

降下を開始したＳＬＩＭは、航

法カメラによる画像照合航

法（※２）を行って高精度に自身

の位置を推定しながら、目標

地点へ接近しました。着陸ま

でに全７領域を２回ずつ、計

１４回の画像照合が行われ、

その全てが正確に実施されま

した。とくに高度５０ｍまでの

降下は非常に順調で、この高

度では画像から障害物検出

を２回実施し、より安全と考え

られる地点（当初の着陸目標

地点から約１２ｍ東南東の位

置）を自律的に特定、最終着

陸地点の変更を行ったことも
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画像３．ＳＯＲＡ‐Ｑが月面で撮影したＳＬＩＭ
ⒸＪＡＸＡ／タカラトミー／ソニーグループ（株）／同志社大学
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分かっています。

ところが、高度５０ｍ付近で想定外の異常事象が発生しました。ＳＬＩＭのメインエン

ジン２基のうち１基が何らかのトラブルでノズル部が破断して落下し、結果としてメイン

エンジンの合計推力が約５５％程度に低下したのです。メインエンジンはこの２基で双

方の横方向の推力を打ち消し合う設計となっていたため、-Ｘ側の推力が失われたこ

とで、-Ｘ側に向かって水平速度が発生し、結果として予定よりも東にずれて着陸す

ることとなりました。先に記述した障害物回避とこのトラブルによって、着陸地点が当

初の予定より東に約５５ｍずれる結果となりましたが、実際の着陸精度としては、概ね

１０ｍ以下、３～４ｍ程度だった可能性が高いということです。従来の着陸精度

数ｋｍ～１０数ｋｍと比べ、まさに「降りたいところに降りる」というピンポイント着陸に世

界で初めて成功した結果といえるのです。

ＳＯＲＡ‐Ｑ、月面でＳＬＩＭを撮影！

ＳＬＩＭはエンジントラブルに見

舞われながらも、搭載していた２

基の月面探査ローバー（ＬＥＶ‐

１，ＬＥＶ‐２）を放出することにも

成功しています。とくにＬＥＶ‐２

（ＳＯＲＡ‐Ｑ）は、月面に着陸し

たＳＬＩＭを撮影し、ＬＥＶ‐１の通

信を介して地球へその画像を届

けてくれました（画像３）。

エンジントラブルによりＳＬＩＭは

想定の着地とはならず、エンジ

ンが上を向いた姿勢で静止しま

した。太陽電池パネルが西を向

いた姿勢になり、しばらく電力が供給できない

状態が続いていましたが、１月下旬、太陽の

向きが変わって電力が回復し、運用を再開

したようです！その後の成果については、ま

た次の機会にご紹介しましょう。
（※１）ＪＡＸＡ公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルをご覧ください。

（ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ.ｙｏｕｔｕｂｅ.ｃｏｍ／ｗａｔｃｈ？ｖ＝Ｕｄｈ６ｋｖｊＺＹＣ８＆ｔ＝１１８１０ｓ）

（※２）ＳＬＩＭが撮影した画像を衛星かぐやの観測画像と

照らし合わせ、高精度に位置を特定する手法。
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